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第二次答申に際して 

 

県立博物館では、高度な調査・学術研究とそれに伴う成果の発信を中心に、生

涯学習の普及・進展により、多様化する県民の学びのニーズへの適切な対応や、

市町村等において増加してきた博物館・美術館の支援を行うという役割も求め

られています。 

第一次答申では、博物館をめぐる現状と課題を整理し、これからの県立博物

館の役割を、 

ア 全県域を俯瞰した資料収集・保管、調査・研究、教育・普及等を行う。 

イ 県の魅力、県民の誇りとなるような文化・自然等の発信・紹介に努める。

と整理した上で、全県域を俯瞰した博物館を中心に、効率的かつ高度化した資料

の一元管理や機能強化を進めることとしました。また、地域史と特定テーマを扱

う博物館については、長期的な視点で、地元での活用を含め、現状の県運営の在

り方を見直すこととしたところです。 

その後、県教育委員会において在り方の検討を関係機関等との協議を行い、そ

の状況を踏まえつつ、県立博物館･美術館部会を中心に今後の在り方について審

議を重ねてきましたので、以下にその結果を第二次答申として示します。 

 

４ 中央博物館への機能集約と強化について 

 

（１）機能集約と強化の考え方 

 

現在、中央博物館本館以外は、地域に小規模な博物館が散在し、それぞれ独立

して活動している状況にありますが、特に、人文科学系については、専門職員の

分散から、学術的な調査・研究の機能を十分に発揮できているとは言えません。 

そこで、今後は、これまで自然科学系を中心に、文部科学省科学研究費補助金

等を活用し、横断的な研究実績を積み重ねてきた中央博物館本館に、人文科学系

の専門職員や博物館資料を集約し、学術研究機能を中心に資料の収集・保管、展

示機能の強化を図る必要があります。 

ただし、分館海の博物館については、研究機能等を発揮する上で海辺に設置す

る必要があることから、また、房総のむらについては、平成１４年の千葉県行財

政システム改革行動計画に基づき指定管理者制度を導入し、一定の成果をあげ

ていることから、現状の運営の継続が望ましく、今回の機能集約の対象から除く

べきものと考えます。 
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（２）強化すべき機能 

 

① 調査・学術研究 

 

専門職員の集約化により人文科学系の学術研究機能の高まりが期待できると

ともに、集約化によって専門領域を超えた広域的なテーマに関する共同研究を

進めることが可能となります。共同研究においては、市町村立博物館職員等を参

加可能とする公募型や県民参加型等の研究を検討するなど、現在の市民研究員

体制の強化も求められます。 

また、調査・研究をはじめ、資料保管等においても、専門的技術が必要なこと

から、長期的な視点で、専門分野間のバランスを考慮した人材育成が大切となり

ます。 

さらに、調査・学術研究の成果については、論文、展示、講座、Ｗｅｂ等を通

じて情報発信し、県民と共有することで、新たな「知の創造」にもつながってい

くことから、よりわかりやすく、迅速に伝わるよう発信・還元機能を高めていく

必要があります。 

「知の創造」とは、博物館資料の活用に加え、フィールドワークや実験等に基

づく専門領域又は分野を横断した調査・研究等により、千葉県の自然、歴史、産

業、文化等に関する新たな知見を生み出すことであり、その成果を広く公開・発

信することで、さらに新たな知へとつなげていくものです。 

 

② 資料の収集・保管 

 

博物館には、自然、歴史、産業等の多彩な資料があり、機能の集約・強化に伴

って収蔵能力を向上させる必要があります。 

このことは、収蔵スペースの確保もさることながら、資料を将来世代へ安全

かつ良好な状態で継承するために必要な様々な機能を強化することも意味しま

す。さらに、近年の気象状況に鑑み、自然災害等の非常事態が起きた場合、県内

の博物館資料救済ネットワークの拠点である県立博物館には、一時避難場所と

しての役割も強く求められることか

ら、より防災機能の高い収蔵庫の充

実が必要です。 

また、自然科学、人文科学双方の研

究に関連した資料の収集によって、

専門領域のみならず、多分野からの

新たな意義付けやストーリーの提供

などが可能となります。デジタルア

ーカイブの構築においては、知の創

造の基盤となるよう、これまで蓄積

中央博物館サークル活動「青葉の森の虫
探し」 
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されてきた調査・研究成果や写真等のデジタル化による文化資源情報の充実が

求められます。 

これまで、中央博物館では、調査・研究に関わるボランティア等の県民が標

本を採取する等の実績がありますが、今後は、資料の収集・保管や、デジタル化

においても、県民参画の機会を提供することが望まれます。 

 

③ 展示等 

 

博物館資料の一元管理により、中央博物館の常設展示は、人文科学系の充実

を図り、自然科学系と合わせた総合展示としてリニューアルしていくことを求

めます。 

また、時事的な話題にも即応できるよう可変性・柔軟性のある展示コーナー

も設け、「いつでも新しく楽しく学べる展示」を基本に、「本物を見る感動」を提

供できる展示を求めます。 

さらに、県を代表する博物館として、千葉県の魅力や文化をわかりやすく発

信できるような展示、市町村立施設での収蔵資料の巡回展の開催等、様々な取

組を行っていくことが必要です。 

このほか、博物館の魅力の一つとしてミュージアムショップやレストランが

あり、企画展示と連動した品揃えや、メニュー開発などの魅力向上を図っていく

ことも望まれます。 

 

④ 教育・普及 

 

博物館資料と専門職員の集約化に

よって、様々な年齢層の県民の学び・

レファレンスへの迅速で充実した対

応が可能となります。 

人生 100 年時代に入り、文化庁で

は、博物館等の社会教育施設におい

て、あらゆる世代が交流し参加するこ

とで、新たな地域連携等が生まれてい

く可能性があるとしています｡ その

点では、学校や他の社会教育施設等との連携を通じて、県民の学びや知の創造へ

とつながる拠点としての役割を強化することが必要です。 

一方で、博物館が実施する各種事業には、エンターテーメント性を持たせる

ことも大切であり、親子で楽しめ、何度も参加したくなるような講座・プログラ

ム等の開発と提供が求められます。なお、プログラム開発にあたっては、県民ニ

ーズに沿った内容とすることはもとより、県の魅力、県民の誇りとなるようなテ 

 

親子科学クラブの活動の様子 ※ 

※「人口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策について(答申)」中央教育審議会(平成 30 年 12月 21 日) 
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ーマの講座等とし、館内だけでなく市町村施設でも提供するなど、多くの県民が

享受できるような工夫が必要です。 

 

⑤ 支援 

 

中央博物館は、県内の博物館活動

全般の拠点として、市町村立博物館

等への調査・研究、資料活用、教育普

及等の支援に関する機能強化が求め

られます。 

博物館の専門職員は、文化財に関

する知見や取扱いについての技術を

有していることから、文化財の保存・

活用面での指導・助言の役割が求め

られます。現在、県教育委員会で策定

を進めている「文化財保存活用大綱」

にも博物館の役割を位置付ける必要

があります。 

また、調査・研究等に係る技術・知

見を博物館内部で継承するのは当然

ですが、市町村職員や県民へもそれ

を伝え広げていくという役割もあ

り、研修の機会を数多く設け、かつ広

く提供していくことを求めます。 

さらに、大学、企業、自治体、観光

等の様々な機関との幅広い連携・協力体制を構築することにより、専門分野の知

見を活かしながら、地域・観光振興等へ貢献することが大切です。そうした活動

を継続する中で、社会的な地位が一層高まり、ひいては事業連携や助成金等の経

済的支援を得ることにつながっていくことも期待できます。 

このほか、中央博物館は、博物館資料救済ネットワークにおけるセンター館と

して位置付けられています。非常時には県下の公立・私立の博物館の被害状況の

情報収集を行うとともに、被災した博物館からの要請に基づき資料の救済を行

う役割があります。近年の気象状況等に鑑みると、その役割は、今後、更に高ま

っていくと予想されます。 

 

 

 

 

 

平成 29 年度千葉県博図公連携事業にお
ける研究会の様子 

浸水した植物標本のレスキュー作業風景 
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（３） 管理・運営・整備の方向性 

 

○ 管理・運営について 

 

中央博物館は、県内の博物館活動の拠点として、高度な調査・学術研究、市町

村立博物館等の支援、人材育成、大学、企業との幅広い連携を推進していく必要

があります。 

また、専門職員の育成を長期的な視点から継続させていく必要があり、これら

の状況に鑑みると、今後も県直営を継続するのが適当といえます。 

 

○ 常設展示について 

 

開館以来更新されていない常設展示については、ワンストップで、千葉県の自

然・歴史・文化等に触れることができるようリニューアルが必要です。 

新たな展示には、自然科学・人文科学等の学問領域を融合した総合力に秀でた

内容とすることが求められます。さらに、時事的な話題を随時紹介でき、充実し

た企画展示が可能となるようスペースの確保や可変性の高い展示室とすること

も必要です。 

リニューアルの検討にあたっては、長期的視点で技術面や法令面の課題等を

十分に検討し、維持・更新の計画を立てて進めることを望みます。 

 

○ 収蔵庫について 

 

収蔵庫については、総合博物館として、集約化する資料の保管用のスペースを

確保することに加え、様々な素材からなる博物館資料を適切に保管するために

複数の恒温恒湿機能、文化財害虫の侵入を許さない密閉機能、不活性ガスによる

消火機能、高いセキュリティ機能等も備える必要があります。 

さらに、近年多発している風水害にも対応できるような防災機能を備えると

ともに、被災施設の資料を一時的に保管するスペースも確保されることが望ま

れます。 

 

 

以上、今後の中央博物館には、「知の創造」拠点として、これまで以上に県内

の博物館活動の拠点としての役割を果たせるよう、調査・学術研究、博物館資料

救済、文化財の保存・活用、人材育成等の機能を強化していくことを望みます。 

そして、創造した知見が県の内外、さらには海外にも発信され、誰もが千葉県

の魅力に触れ、学び親しむために、何度も足を運びたくなる博物館となることを

期待します。  
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５ 地域史と特定テーマを扱う博物館について 

 

地域史と特定テーマを扱う中央博物館大利根分館、同大多喜城分館、関宿城

博物館、現代産業科学館の４施設について、第一次答申の内容を踏まえ、県教育

委員会において地元市町へ利活用についての意見照会を行い、それを踏まえて、

県立博物館・美術館部会で慎重に審議をしてきました。 

それぞれの施設の状況、地域における位置付け等によって、活用の可能性が

異なることが確認でき、４施設については、県による指定管理者制度の導入によ

るのではなく、存続や活用にあたっては、基本的に地元での利活用等を優先させ

て考えることが望ましいとの結論に達しました。 

４施設についての方向性は次のとおりです。 

 

（１）中央博物館大利根分館（香取市） 

 

昭和５４年に、東下総の地域博物館として、「利根川の自然と歴史」「千葉県の

農業」をテーマとする大利根博物館が設置され、平成１８年に中央博物館の分館

となり、大利根分館と改称しました。 

県指定有形民俗文化財の「利根川下流域の漁撈用具」をはじめとした利根川下

流域や香取・海匝地域の歴史・民俗資料等、約２万２千点を収集しています。 

また、隣接する香取市設置の水郷佐原あやめパーク（旧佐原水生植物園）と連

携し、初夏に企画展を開催するなど、地域振興・観光振興に寄与してきました。 

一方、年度の下半期の入場者数の低迷に伴い、平成１９年度から、下半期を休

館とする運営形態をとり、休館中は、小学校中・高学年の学習内容に合わせた「昔

の暮らし」「昔の道具」の学校への貸出しや、学校や社会教育施設への出張展示

に特化した活動を実施しています。 

また、施設は築４０年を経過し、建

物・設備の老朽化が顕著に見られ、こ

こ数年の年間入場者は１万数千人で

推移しています。 

香取市においては、大利根分館設置

後に伊能忠敬記念館を含む３つの博

物館等が設置されました。 

以上の下半期を休館とする運営や

施設老朽化の状況、地元市での博物館

設置状況、また利活用の意向がないこ

と等の事情に鑑みると廃止もやむを

えないといえます。 

ただし、地元に由来する博物館資料については、できる限り地元で有効活用さ

平成２６～３０年度の中央博物館大利根分館の
入場者数 

0
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れるよう協議を進めていくことを望みます。 

 

（２）中央博物館大多喜城分館（大多喜町） 

昭和５０年に、東上総の地域博物館として、「房総の城と城下町」をテーマと

する総南博物館が設置され、平成１８年に中央博物館の分館となり、大多喜城分

館と改称しました。 

城郭型博物館として、中世から近世の武器・武具資料を中心に約２千点を収集

しています。 

これまで資料の展示に加え、地元大多喜町のシンボルとして、観光利用ととも

に、大多喜お城まつり等の地域イベントに寄与してきました。 

また、旧大多喜藩に係る町指定文化

財の保管や、夷隅・長生地域の文化財

展の開催など、文化財の普及・啓発の

役割も担ってきました。 

ここ数年の年間入場者は１０万人

前後で推移していますが、施設は築

４４年を経過し、建物・設備の劣化

が顕著であり、耐震性やバリアフリ

ー上の問題もあります。 

大多喜城分館については、これま

での実績や地域における役割に鑑み

て、引き続き地域振興、観光振興等の

面で活用できる可能性が高く、地元町からも同趣旨の意向が示されていること

から、地元町における有効活用に向けた協議を進めることを望みます。その際、

耐震性・バリアフリーに課題があるため、早期に結論を出すよう努める必要があ

ると考えます。 

 

（３）関宿城博物館（野田市） 

 

平成７年に、「河川とそれにかかわる産業」をテーマとして設置され、旧関宿

城をモデルとした城郭型博物館として「関宿藩の歴史」なども紹介しています。 

利根川水系の河川改修と自然災害やその対策の歴史、及び近世から現代に至

るまでの産業と河川交通の歴史に関連する資料約２万８千点を収集しています。 

これまで資料の展示に加え、地域のシンボルとして、観光利用とともに、関宿

城さくらまつり等の地域イベントに寄与しています。 

また、周辺自治体と連携した地域情報の発信等も行っており、ここ数年の年間

入場者は１０万人前後で推移しています。 

平成２６～３０年度の中央博物館大多喜城分館
の入場者数 
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施設は築２４年を経過し、一部設備

で不具合が見られるものの、これまで

の実績や地域における役割等に鑑み、

引き続き地域振興、観光振興等の面で

も活用できる可能性が高く、地元市か

らも同趣旨の意向が示されているこ

とから、地元市における有効活用に向

けた協議を進めることを望みます。 

 

 

 

（４）現代産業科学館（市川市） 

 

平成６年に、「産業に応用された科学技術を体験的に学ぶ」施設として設置さ

れ、本県の産業の発展を支えた産業遺産資料と、それを支えた産業革命に関する

科学技術資料等を約２，５００点収集しています。 

主に、「現代産業の歴史」「先端技術への招待」「創造の広場」、及び「科学情報

コーナー」で構成しています。「現代産業の歴史」は、産業革命以降の技術的な

原理や本県の発展を支えた電力、石油、鉄鋼産業の歴史を、エジソン電球、Ｔ型

フォード車等の実物や旧川崎製鉄千葉１号高炉の模型等の展示を通じて紹介し、

また、「先端技術への招待」は、今日の高度化した情報社会を支える技術や新素

材を、展示と実験を通じて紹介しており、展示の中核となっています。これらの

展示は、外国の科学館や県内企業等から協力を得たものであり、設置の準備段階

から、県内の企業・大学・研究機関等の支援を受け、開館後も、それらの機関等

からなる展示・運営協力会の支援・連携のもと博物館活動を継続しています。 

ここ数年の年間入場者は１７万人

前後で推移していますが、施設は築 

２５年を経過し、一部に設備面の不具

合が見られ、展示場では入場者が利用

する実験装置の老朽化が進んでいま

す。また、ドーム状の建物は夏季のプ

ラネタリウム上映に特化して利用さ

れています。 

現代産業科学館について、地元市か

らは、隣接する教育機関と連携し、市

の教育拠点となるよう学校の整備を

するとともに、博物館の展示資料は、学校の教育課程の中での活用や、市民が自

由に見学できる展示形態を検討したいとの意向が示されました。現代産業科学

館の教育機能について、地元市が今後も様々な視点で活用を検討する意向につ

平成２６～３０年度の関宿城博物館の入場者数 

平成２６～３０年度の現代産業科学館の入場者数 
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いては期待が持たれますが、具体的な計画については今後明らかになると思わ

れます。 

現代産業科学館が、地元市からの誘致に基づき設置されたという経緯や、産業

界等の協力のもと本県の発展の礎を築いた現代産業の歴史を核とした、貴重な

展示等がなされていることに鑑み、これら中核的な機能が確実に継承され、引き

続き一般利用に供されることを前提に、多くの方々に親しまれるための創意工

夫を含め、継承すべき内容や活用方法等について協議されることを要望します。 

 

以上のとおり、４つの施設については、今後も地元自治体や関係機関等と協

議を踏まえながら、在り方検討を具体的に進めることが必要です。 

 

第二次答申の審議を終えて 

 

本審議会では、県域を俯瞰する中央博物館と、地域史と特定テーマを扱う博物

館の今後の在り方について検討を行い、第二次答申をとりまとめました。 

検討にあたっては、審議会の下に県立博物館・美術館部会を設置し、現地視察

も行い、集中的かつ慎重な審議を進めてきました。 

県教育委員会にあっては、この第二次答申を、第一次答申とともに尊重し、地

元市町や関係機関等と連携を図りながら、答申に示した事項の実現に向けて着

実に取り組むことを期待します。 

なお、本答申は、また、これまでの検討は、博物館に特化したものであり、県

立美術館は含まれていません。県立美術館については、平成２０年度に中･長期

的な在り方を検討するため、庁内プロジェクトチーム及び外部委員からなる「在

り方検討会」を設置し、「県立美術館の在り方・今後の方向性について」をまと

めていますが、その後の美術館をめぐる社会環境等も変化していると思われま

す。また、県では、文化芸術の振興に関する条例に基づく基本計画策定も進めて

おり、県民満足度の向上に向けて美術館が果たす役割がさらに大切になってき

ています。 

そこで、県立美術館については、改めて今後は、県教育委員会において、優れ

た美術作品の鑑賞の機会や、美術活動の場を提供する県立美術館の在り方や活

性化等に向けた審議をした後、次の答申としてまとめることとします。検討を進

めることを求め、「県立博物館・美術館の今後の在り方について」の第二次答申

とします。 

 

令和２年３月２３日 千葉県生涯学習審議会 
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県立博物館・美術館の今後の在り方に関する審議の経過 
 
第１回 平成２９年１２月１３日 
第１２期千葉県生涯学習審議会第２回会議及び平成２９年度第４回千葉県社会教育委員会議 
議題 県立博物館・美術館の今後の在り方について 

・公の施設の見直し方針 
・県立博物館・美術館の施設概要と現況 
・県立博物館・美術館の現状と課題 

 
第２回 平成３０年３月２３日 
第１２期千葉県生涯学習審議会第３回会議及び平成２９年度第５回千葉県社会教育委員会議 
議題 県立博物館・美術館の今後の在り方について（諮問） 

・公の施設の見直し方針 
・県立博物館・美術館の施設概要と現況 
・県立博物館・美術館の役割について 
・博物館機能強化の検討 

 
第３回 平成３０年５月２３日 
第１２期千葉県生涯学習審議会第４回会議及び平成３０年度第１回千葉県社会教育委員会議 
議題 県立博物館・美術館の今後の在り方について 

・県立博物館の沿革 
・博物館をめぐる現状と課題 
・これからの県立博物館 

 
第４回 平成３０年７月２７日 
第１２期千葉県生涯学習審議会第５回会議及び平成３０年度第２回千葉県社会教育委員会議 
議題 県立博物館・美術館の今後の在り方について 

・県立博物館の沿革 
・博物館をめぐる現状と課題 
・これからの県立博物館 

 
第５回 平成３０年８月３１日 
第１２期千葉県生涯学習審議会第６回会議及び平成３０年度第３回千葉県社会教育委員会議 
議題 県立博物館・美術館の今後の在り方について（第一次答申） 
 
第６回 平成３１年２月５日 
第１２期千葉県生涯学習審議会第８回会議及び平成３０年度第５回千葉県社会教育委員会議 
報告 「県立博物館・美術館の今後の在り方」進捗状況について 
 
第７回 令和元年５月２９日 
第１２期千葉県生涯学習審議会第９回会議及び令和元年度第１回千葉県社会教育委員会議 
議題 県立博物館・美術館部会の設置について 

 
第８回 令和元年９月３日 
第１２期千葉県生涯学習審議会第１０回会議 
議題 県立博物館・美術館部会委員の選出について 

 
第９回 令和元年９月３日（一部非公開） 
千葉県生涯学習審議会第１回県立博物館・美術館部会会議 
議題 県立博物館・美術館の今後の在り方について 

・議題とスケジュールについて 
・その他（非公開） 
 



- 13 - 

 

第１０回 令和元年１０月３日 
千葉県生涯学習審議会県立博物館・美術館部会委員県立関宿城博物館視察 
 
第１１回 令和元年１０月２５日（非公開） 
千葉県生涯学習審議会第２回県立博物館・美術館部会会議 
議題 県立博物館・美術館の今後の在り方について 

・県域を俯瞰する博物館の機能強化について 
・地域博物館等の地元での利活用について 
・その他 
 

第１２回 令和元年１１月７日（非公開） 
千葉県生涯学習審議会第３回県立博物館・美術館部会会議 
議題 県立博物館・美術館の今後の在り方について 

・県域を俯瞰する博物館の機能強化について 
・地域博物館等の地元での利活用について 
・その他 
 

第１３回 令和元年１１月２５日 
第１３期千葉県生涯学習審議会第１回会議及び令和元年度第２回千葉県社会教育委員会議 
議題 県立博物館・美術館部会委員の選出について 

 
第１４回 令和元年１２月４日（非公開） 
千葉県生涯学習審議会第４回県立博物館・美術館部会会議 
議題 県立博物館・美術館の今後の在り方について 

・「県立博物館･美術館の今後の在り方について」第二次答申（素案）につ 
いて 

・その他 
 

第１５回 令和元年１２月１８日 
第１３期千葉県生涯学習審議会第２回会議及び令和元年度第３回千葉県社会教育委員会議 
議題 「県立博物館･美術館の今後の在り方について」第二次答申（素案）につ 

いて 
 

第１６回 令和２年２月４日 
第１３期千葉県生涯学習審議会第３回会議及び令和元年度第４回千葉県社会教育委員会議 
議題 「県立博物館･美術館の今後の在り方について」第二次答申（案） 
 
第１７回 令和２年３月２３日 
第１３期千葉県生涯学習審議会第４回会議及び令和元年度第５回千葉県社会教育委員会議 
議題 県立博物館･美術館の今後の在り方について（第二次答申） 
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（令和 2 年 3月 23 日時点） 

 

第１２期千葉県生涯学習審議会委員・千葉県社会教育委員名簿 
 

[任期：平成 29 年 11 月 19 日〜令和元年 11 月 18 日］ 

No 氏名 所属等 分野 

１ 大田 紀子 千葉県ＰＴＡ連絡協議会会長 家庭教育関係者 

２ ◎重栖 聡司 千葉大学教育学部教授 学識経験者 

３ 久留島 浩 国立歴史民俗博物館長 社会教育関係者 

４ 高田 悦子 NPO 法人子どもネット八千代理事 家庭教育関係者 

５ 高橋 みち子 八街市立図書館長 社会教育関係者 

６ 田村 悦智子 
2020 年東京オリンピック・パラリ
ンピック CHIBA 推進会議委員 

学識経験者 

７ 福田 正明 千葉テレビ放送株式会社顧問 学識経験者 

８ 
○二村 好美 匝瑳市教育委員会教育長 学識経験者 

○細田 玲子 浦安市教育委員会教育長 学識経験者 

９ 三輪 睦子 松戸市立中部小学校長 学校関係者 

10 ○望戸 千恵美 千葉県立習志野特別支援学校長 学校関係者 

［五十音順 敬称略 ◎：会長、○：副会長］ 

※ 細田委員は平成３０年７月１８日まで任期、二村委員は平成３０年７月１９日から任期。 

 

 

第１３期千葉県生涯学習審議会委員・千葉県社会教育委員名簿 
 

[任期：令和元年 11 月 19 日〜令和 3年 11 月 18 日］ 

No 氏名 所属等 分野 

１ 岡部 成行 千葉県ＰＴＡ連絡協議会会長 家庭教育関係者 

２ ◎重栖 聡司 千葉大学教育学部教授 学識経験者 

３ 久留島 浩 国立歴史民俗博物館長 社会教育関係者 

４ 式場 敬子 
親業訓練協会シニアインストラク
ター 

家庭教育関係者 

５ 田中 美季 成田市立図書館長 社会教育関係者 

６ 田村 悦智子 
2020 年東京オリンピック・パラリ
ンピック CHIBA 推進会議委員 

学識経験者 

７ 福田 正明 千葉テレビ放送株式会社顧問 学識経験者 

８ ○二村 好美 匝瑳市教育委員会教育長 学識経験者 

９ ○望戸 千恵美 市川市立中山小学校長 学校関係者 

［五十音順 敬称略 ◎：会長、○：副会長］ 
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（令和 2 年 3月 23 日時点） 

 

第１２期千葉県生涯学習審議会博物館・美術館部会委員名簿 
 

[任期：令和元年 9月 3日〜令和元年 11 月 18 日］ 

No 氏名 所属等 分野 

１ 久留島 浩 国立歴史民俗博物館長 社会教育関係者 

２ 高田 悦子 NPO 法人子どもネット八千代理事 家庭教育関係者 

３ 福田 正明 千葉テレビ放送株式会社顧問 学識経験者 

４ ◎二村 好美 匝瑳市教育委員会教育長 学識経験者 

［五十音順 敬称略 ◎：部会長］ 

 
 
 

第１３期千葉県生涯学習審議会県立博物館・美術館部会委員名簿 
 

[任期：令和元年 11 月 19 日〜令和 3年 11 月 18 日］ 

No 氏名 所属等 分野 

１ 岡部 成行 千葉県ＰＴＡ連絡協議会会長 家庭教育関係者 

２ 久留島 浩 国立歴史民俗博物館長 社会教育関係者 

３ 福田 正明 千葉テレビ放送株式会社顧問 学識経験者 

４ ◎二村 好美 匝瑳市教育委員会教育長 学識経験者 

［五十音順 敬称略 ◎：部会長］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


